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１．専攻医TOP
会員ポータルの研修管理システムより以下の専攻医TOP画⾯に遷移します。TOP画⾯には以下の研修実績状況が表⽰されます。

研修予定スケジュール
※P.6参照

研修状況
※P.7参照

研修関連情報
※P.4参照

上部メニュー
※P.4参照
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１－１．専攻医TOP（研修関連情報）

⽇産婦事務局からの
お知らせが確認できます。

初期研修修了証登録・更新

PDF形式でのファイルアップロードとなります。
初年度の9⽉末が期⽇です。早めの登録をお願いいたします。

アンケート登録
※P.5参照

初年度の9⽉末が期⽇です。
早めの登録をお願いいたし
ます。

以下の随時審査項⽬の
申請ができます。

※P.29 〜参照

・プログラム異動申請
・専攻医関連申請
・カリキュラム制

研修開始申請

形成的評価の随時登録ができます。
※同⽇に複数回の登録はできません。

会員ポータルの研修管理システムより以下の専攻医TOP画⾯に遷移します。
ヘッダメニューおよび研修関連情報について説明いたします。

画⾯情報が
最新化できます。

マニュアル集へのリンク
お知らせへのリンク
（新着がある場合は⾚マーク表⽰）
ログアウト
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専攻医TOP「研修関連情報」の“アンケート登録”より登録できます。

各アンケート項⽬について回答して下さい。
※が付いている項⽬は必須項⽬となります。

アンケート項⽬の回答⼊⼒後登録を⾏って下さい。
※登録後の修正はできません。

１

２

“産婦⼈科研修開始時アンケート”の
回答期⽇は研修開始年の9⽉末⽇です。
お早めの登録をお願いいたします。
※登録後は「登録」ボタンが

「参照」になります。

１－２．専攻医TOP（アンケート登録）
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１－３．専攻医TOP（研修予定スケジュール）

以下の評価が⾏えます。
・指導医評価 P.25参照
・施設評価 P.26参照
・形成的評価 P.24参照

※評価を⾏うと“参照”ボタンになります。
※形成的評価は1年⽬／2年⽬終了年の

3⽉1⽇から登録することができます。

統括責任者にて登録された
研修予定スケジュールが確認できます。

研修予定スケジュールの確認および各評価が⾏えます。
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専攻医TOP画⾯には以下の研修状況が表⽰されます（研修予定スケジュールの下）。

実地経験
※P.9参照

症例記録
※P.12〜
14参照

症例
レポート
※P.15〜
17参照

学会発表
※P.18〜
20参照

研修状況
※P.8参照

論⽂
※P.21〜
23参照

産科花⼦

産科花⼦

産科花⼦

１－４．専攻医TOP（研修状況）
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「研修修了要件の到達度」にて研修状況が⼀覧で確認できます。

１－５．専攻医TOP（研修修了要件の到達度）

研修修了に必要な要件の
登録状況を確認できます。

研修修了のために必要な
各評価の実施状況を確認
できます。︓修了要件を満たした場合

研修期間の修了要件を
満たすかを確認できます。

研修修了要件を全て満たした
場合に「完了」と表⽰されます。

※ 休⽌期間証明書の提出が必要な専攻医で
休⽌期間証明書が未提出の場合、研修期間
を満たしても、研修期間の判定が修了と
なりません。先に随時申請より未提出の
休⽌期間証明書を提出して下さい。︓修了要件が未達成の場合
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「編集」をクリックすると以下のように、実地経験症例⼀覧画⾯が
別タブで開きます。

実地経験症例の詳細画⾯で申請後に「最新情報取得」ボタンを押すと
実地経験の⼀覧が最新化され、申請した⽬録が反映されます。

要件数を全て申請し、承認が完了すると「要件充⾜」に“〇”と表⽰されます。

実地経験⽬録の登録／編集／削除を⾏います。

実地経験症例⼀覧画⾯
実地経験症例を新規追加できます。

「未承認」の場合、登録した症例を削除できます。
「承認済」の場合、登録した症例が参照できます。
「要修正」の場合、編集ボタンより修正し、再提出します。

２．実地経験⽬録

認定申請対象件数が表⽰されます。
（⽬録ごとに対象外選択も可能。詳細はP11参照）
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２－１．実地経験⽬録 登録
実地経験⽬録1〜14の登録を⾏います（※例は⽬録1の画⾯です）。

症
例
情
報
を
⼊
⼒
し
て
下
さ
い
︒※

は
必
須
で
す
︒

研修施設名と症例を経験した施設名が異なる場合は
施設を設定して下さい。

⼊⼒時の注意事項が表⽰されます。

症例実績⽇から、研修予定スケジュールの期間内の
ものが設定されます。

症例情報の⼊⼒後、「登録」を押して下さい。
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２－１．実地経験⽬録 認定審査対象外とする症例の選択
実地経験⽬録ごとの【承認済】数が【要件】数を超えると、症例⽬録⼀覧の「認定申請に提出しない場合に選択」チェック
ボックスが選択できるようになります。
「認定申請に提出しない場合に選択」のチェックボックスを選択することで、専⾨医認定申請の認定審査対象外とすること
が可能です。（修了要件の症例数カウントからも除外されます。）
なお、修了要件数を超える症例が登録され上記の認定対象外の選択をしていない場合は、症例実績⽇が新しい順に
修了要件数分の症例をシステムが⾃動選択し、専⾨医認定申請での実地経験⽬録の審査対象としますのでご留意下さい。
※「認定申請に提出しない場合に選択」をチェックした場合でも登録症例について指導医の承認は必要です。

認定申請の認定審査対象外と
したい症例について、「認定申
請に提出しない場合に選択」に
チェックを⼊れて下さい。

※修了要件の症例数カウントか
らも除外されますので修了要件
充⾜状況にご留意下さい。

「編集」ボタンを押して、
⽬録の⼀覧画⾯に遷移する。
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２－２．実地経験⽬録 再提出
修正指⽰を受けた実地経験⽬録を再提出します。
修正指⽰を受けると専攻医TOPに「要修正⼀覧」が表⽰されます。

また、実地経験症例⼀覧の項⽬の状況が「要修正」になります。

修正指⽰コメントが確認できます。

修正対応コメントを⼊⼒して下さい。

修正およびコメント⼊⼒完了後、「再提出」を押して下さい。

修正指⽰コメントを確認し、
症例情報の修正を⾏って下さい。
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症例記録の登録／編集を⾏います。

症例記録を申請後に「最新情報取得」ボタン
を押すと⼀覧が最新化され、申請した項⽬が
反映されます。

「未承認」および「承認済」の場合、記録詳
細が“参照”となり、登録した症例記録が参照
できます。
「要修正」の場合、編集ボタンより修正し、
再提出します。

「編集」をクリックすると症例記録登録画⾯
が別タブで開きます。

３．症例記録

「未承認」および「承認済」の場合、登録し
た症例を“削除”することができます。
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３－１．症例記録 登録
症例記録の登録を⾏います。

症例記録No9およびNo10を登録する場合は、
症例分類（周産期/婦⼈科腫瘍/⽣殖内分泌/⼥性ﾍﾙｽｹｱ）を
選択して下さい。※No1〜8は編集できません。

症
例
情
報
を
⼊
⼒
し
て
下
さ
い
︒※

は
必
須
で
す
︒

診療期間から、研修予定スケジュールの期間内のものが
設定されます。

添付ファイルがある場合、添付して下さい。
※画像ファイルのみ添付可能です。

症例情報の⼊⼒後、「登録」を押して下さい。

初回⼊⼒時の注意事項が記載説明に表⽰されます。

⼊⼒途中で保存する場合は、「⼀時保存」を押して下さい。
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３－２．症例記録 再提出
修正指⽰を受けた症例記録を再提出します。

修正指⽰を受けると専攻医TOPに「要修正⼀覧」が表⽰されます。

また、症例記録⼀覧の状況が「要修正」になります。

修正指⽰コメントが確認できます。

修正対応コメントを⼊⼒して下さい。

修正指⽰コメントを確認し、症例情報の修正を⾏って下さい。

前回の申請内容が
確認できます。

⼊⼒途中で保存する場合は、「⼀時保存」を押して下さい。
修正およびコメント⼊⼒完了後、「再提出」を押して下さい。
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「未承認」および「承認済」の場合、レポート詳細が
“参照”となり、登録した症例レポートが参照できます。
「要修正」の場合、編集ボタンより修正し、再提出します。

「編集」をクリックすると症例レポー
ト登録画⾯が別タブで開きます。

症例レポートの登録／編集を⾏います。

症例レポートを申請後に「最新情報取
得」ボタンを押すと⼀覧が最新化され、
申請した項⽬が反映されます。

４．症例レポート

「未承認」および「承認済」の場合、
登録した症例を“削除”することができ
ます。



Copyright © ⽇本産科婦⼈科学会 All rights reserved. < 17 >

４－１．症例レポート 登録
症例レポートの登録を⾏います。

症
例
情
報
を
⼊
⼒
し
て
下
さ
い
︒※

は
必
須
で
す
︒

添付ファイルがある場合、添付して下さい。
※画像ファイルのみ添付可能です。

症例情報の⼊⼒後、「登録」を押して下さい。

①基幹施設⇒②研修施設⇒③担当指導医
の順番で登録して下さい。

初回⼊⼒時の注意事項が記載説明に表⽰されます。

⼊⼒途中で保存する場合は、「⼀時保存」を押して下さい。
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４－２．症例レポート 再提出
修正指⽰を受けた症例レポートを再提出します。

修正指⽰を受けると専攻医TOPに「要修正⼀覧」が表⽰されます。

また、症例レポート⼀覧の状況が「要修正」になります。

修正指⽰コメントが確認できます。

修正対応コメントを⼊⼒して下さい。

⼊⼒途中で保存する場合は、「⼀時保存」を押して下さい。
修正およびコメント⼊⼒完了後、「再提出」を押して下さい。

修正指⽰コメントを確認し、症例情報の修正を⾏って下さい。

前回の申請内容が
確認できます。
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学会発表の申請／編集／削除を⾏います。

産科花⼦

産科花⼦

産科花⼦

産科花⼦

産科花⼦

学会発表の詳細画⾯で申請後に「最新情報取得」ボタンを押すと
⼀覧が最新化され、申請した項⽬が反映されます。

「学会発表追加」をクリックすると会員ポータルに登録している
学会発表の⼀覧画⾯が開きます。

追加したい学会発表を選択し、「選択した学会発表を追加」を
クリックして下さい。専攻医TOPの学会発表に追加されます。

「未申請」の場合、登録した学会発表が削除できます。
「未承認」または「承認済」の場合、登録した学会発表が
参照できます。
「要修正」の場合、編集ボタンより修正し、再提出します。

学会発表を追加したら、「編集」ボタンを押し
学会発表詳細画⾯より申請を⾏います。

５．学会発表

※承認済の学会発表を取り下げる場合は、ご⾃⾝の会員ポータルの学術履歴
より該当の学会発表を削除し、担当の指導医に取り下げを依頼して下さい。
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５－２．学会発表 申請
学会発表の申請を⾏います。

学
会
発
表
情
報
を
⼊
⼒
し
て
下
さ
い
︒※

は
必
須
で
す
︒

⼊⼒時の注意事項が表⽰されます。

①基幹施設⇒②研修施設⇒③担当指導医
の順番で登録して下さい。

会員ポータルに登録されている学会発表データが
表⽰されるため、編集はできません。

以下に従って必要な書類(PDF形式のみ可)を添付して下さい。

学会発表情報の⼊⼒後、「申請」を押して下さい。

産科花⼦

必要な添付書類登録⽅法

添付不要会員ポータル︓
医中誌の情報を利⽤し登録

プログラムが分かる該当ページの抄録等を
PDF形式で添付
※発表データをアップロードいただく必要は
ありません

会員ポータル︓
医中誌の情報を利⽤せず登録
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５－３．学会発表 再提出
修正指⽰を受けた学会発表を再提出します。

修正指⽰を受けると専攻医TOPに「要修正⼀覧」が表⽰されます。

また、学会発表⼀覧の状況が「要修正」になります。

修正指⽰コメントが確認できます。

修正対応コメントを⼊⼒して下さい。

修正およびコメント⼊⼒完了後、「再提出」して下さい。

産科花⼦

修正指⽰コメントを確認し、
学会発表情報の修正を⾏って下さい。
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論⽂の申請／編集／削除を⾏います。

産科花⼦

産科花⼦

産科花⼦

産科花⼦

論⽂の詳細画⾯で申請後に「最新情報取得」ボタンを押すと
⼀覧が最新化され、申請した項⽬が反映されます。

「論⽂追加」をクリックすると、会員ポータルに登録されている
論⽂の⼀覧画⾯が開きます。

「未申請」の場合、登録した論⽂が削除できます。
「未承認」または「承認済」の場合、登録した論⽂が参照
できます。
「要修正」の場合、編集ボタンより修正し、再提出します。

論⽂を追加したら、「編集」ボタンを押し
論⽂詳細画⾯より申請を⾏います。

産科花⼦

追加したい論⽂を選択し、「選択した論⽂を追加」を
クリックして下さい。専攻医TOPの論⽂に追加されます。

６．論⽂

掲載予定の論⽂を追加する場合はこちらを押して下さい。

※承認済の論⽂を取り下げる場合は、ご⾃⾝の会員ポータルの学術履歴
より該当の論⽂を削除し、担当の指導医に取り下げを依頼して下さい。
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論⽂の申請を⾏います。

⼊⼒時の注意事項が表⽰されます。

①基幹施設⇒②研修施設⇒③担当指導医
の順番で登録して下さい。

会員ポータルに登録されている論⽂データが表⽰されるため、
編集はできません。

以下に従って必要な書類(PDF形式のみ可)を添付して下さい。

論⽂情報の⼊⼒後、「申請」を押して下さい。

論
⽂
情
報
を
⼊
⼒
し
て
下
さ
い
︒※

は
必
須
で
す
︒

産科花⼦

６－１．論⽂ 申請

必要な添付書類登録⽅法

添付不要会員ポータル︓
PubMed・医中誌の情報を利⽤し登録

掲載された論⽂本⽂をPDF形式で添付会員ポータル︓
PubMed・医中誌の情報を利⽤せず登録

投稿した論⽂本⽂、および、掲載証明書を
⼀つのPDFファイルにまとめ、PDF形式で添付

研修管理システム︓
「掲載予定の論⽂追加」より登録
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６－２．論⽂ 再提出
修正指⽰を受けた論⽂を再提出します。

修正指⽰を受けると専攻医TOPに「要修正⼀覧」が表⽰されます。

また、論⽂⼀覧の状況が「要修正」になります。

修正指⽰コメントが確認できます。

修正対応コメントを⼊⼒して下さい。

修正およびコメント⼊⼒完了後、「再提出」を押して下さい。

修正指⽰コメントを確認し、
論⽂情報の修正を⾏って下さい。産科花⼦
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７．形成的評価
形成的評価登録を⾏います。

評価年次
（1年⽬終了時/2年⽬終了時）
または随時が表⽰されます。

５（良い） 〜１（悪い）までの
評価を選択して下さい。
各項⽬の評価に対するコメントを
必要に応じて⼊⼒して下さい。

指導医の⼊⼒欄のため
専攻医は⼊⼒できません。

⼊⼒完了後、
「登録」を押して下さい。
※登録後の修正はできません。

随時も含めて直近で⾏った評価が
参照できます。
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８．指導医評価
指導医の評価登録を⾏います。

⼊⼒完了後、「登録」を押して下さい。
※登録後の修正はできません。

評価を登録する指導医名を確認して下さい。

全体に関するコメント・要望を必要に応じて⼊⼒して下さい。

５（良い） 〜１（悪い）までの評価を選択して下さい。
各項⽬の評価に対するコメントを必要に応じて⼊⼒して下さい。
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９．施設評価
施設の評価登録を⾏います。

⼊⼒完了後、「登録」を押して下さい。
※登録後の修正はできません。

評価を登録する施設名を確認して下さい。

全体に関するコメント・要望を必要に応じて⼊⼒して下さい。

５（良い） 〜１（悪い）までの評価を選択して下さい。
各項⽬の評価に対するコメントを必要に応じて⼊⼒して下さい。
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１０．総括的評価

研修修了要件を全て満たした場合に
総括的評価を「登録」できます。
※研修修了要件を満たした場合に、

研修修了年の3⽉20⽇以降ボタンが
表⽰され登録を⾏うことができます。

講習会・学会参加、経験症例、
学術履歴、研修期間の全項⽬で
修了要件を満たす（⻘背景 ）
必要があります。

各評価項⽬が全て「済」の
となるよう登録して下さい。

研修期間の修了要件を
満たすかを確認できます。

専攻医TOP画⾯の「研修修了要件の到達度」において、研修修了要件を全て満たした場合に、
研修修了年の3⽉20⽇より「総括的評価」を⾏うことができます。

研修修了要件を全て満たした
場合に「完了」と表⽰されます。
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１０．総括的評価
総括的評価の登録を⾏います。

【プログラム評価】
５（良い） 〜１（悪い）までの評価を選択して下さい。
各項⽬の評価に対するコメントを必要に応じて⼊⼒して下さい。
※プログラム制の場合のみ表⽰されます。

【到達度評価】
５（良い） 〜１（悪い）までの評価を選択して下さい。
各項⽬の評価に対するコメントを必要に応じて⼊⼒して下さい。
1年⽬終了時および2年⽬終了時の形成的評価が参照できます。
※統括責任者評価欄は⼊⼒できません。

【総括的評価】
５（良い） 〜１（悪い）までの評価を選択して下さい。
各項⽬の評価に対するコメントを必要に応じて⼊⼒して下さい。

⼊⼒完了後、「登録」を押して下さい。※登録後の修正はできません。
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１１－１．随時申請 休⽌期間申請
休⽌期間の理由を証明する書類をアップロードします。
※申請の必要がない専攻医の場合、随時申請の欄は表⽰されません。

統括責任者が「出産、育児や介護に伴う休業」あるいは「疾病に伴う休職」を理由に休⽌期間の登録する際に、
「休⽌期間を研修期間として算定する」を選択した場合、休⽌期間の理由を証明する書類の提出を求める通知が
専攻医へ届きますので、証明書のアップロードを⾏って下さい。

証明書のファイルを選択します。
※PDFファイルのみアップロード可能です。

アップロード済の場合、ファイル名がリンクとなり、
プレビューで証明書を確認することができます。

証明書ファイルを選択した後、
「アップロード」ボタンを押して下さい。

証明書の例理由
病院からの診断書等疾病
⺟⼦⼿帳の「出⽣届出済証
明」ページもしくは出⽣証
明書等

出 産 、
育児

家族が要介護状態にある事
実を証明できる証明書等介護
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１１－２．随時申請 プログラム異動申請
プログラム異動申請を⾏います。

申請済データが⼀覧で表⽰され、
申請状況が確認できます。

１

１メニューからプログラム異動申請⼀覧
を開くことができます。

【申請書作成】を押すと、
プログラム異動申請画⾯に
遷移します。

「転⼊する基幹施設名」「理由」「異動予定⽇」を
⼊⼒して下さい。

各項⽬の⼊⼒が完了しましたら、「申請」を押して下さい。
※申請後は修正指⽰が⾏われるまで修正できません。
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１１－３．随時申請 カリキュラム制研修開始申請
カリキュラム制開始申請を⾏います。※研修プログラム制を３年で修了しなかった場合も以下の申請が必要になります。

メニューからカリキュラム制研修開始申請
⼀覧を開くことができます。

申請済データが⼀覧で表⽰され、
申請状況が確認できます。

【申請書作成】を押すと、
カリキュラム制研修開始申請
画⾯に遷移します。

各項⽬の⼊⼒が完了しましたら、 「申請」を押して下さい。

「プログラム制での研修ができない理由」を選択して下さい。

「勤務先施設科・部名」
を⼊⼒して下さい。

証明書ファイルを添付して下さい。
※PDFのみアップロード可能です。
※「プログラム制での研修ができない理由」で“5.その他”以外を

選択した場合、添付が必須となります。

理由の詳細が⼊⼒できます。

変更適⽤年⽉⽇（未来⽇）を⼊⼒して下さい。
※研修開始からカリキュラム制または３年経過での⾃動変更の場合、

編集できません。

「他科基本領域専⾨研修
プログラムの登録有無」
を選択して下さい。
※“あり”を選択した場合、
他科の「基本領域名」と
「研修状況」を⼊⼒します。
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１２．専攻医関連申請
専攻医関連申請の承認を⾏います。

申請分類を選択し検索することで、
申請⼀覧を絞り込むことができます。
※任意⼊⼒

「検索」を押すと申請⼀覧が表⽰されます。

メニューから専攻医関連申請⼀覧を
開くことができます。

申請詳細が「確認」の申請内容を確認し、
承認／不承認を押して下さい。
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１３．研修修了された⽅の画⾯表⽰について

ZIPファイル内容︓会員情報PDF／実地経験症例CSV／症例レポートPDF／症例記録PDF
※研修修了し専⾨医合格後、5年間ダウンロード可能です。

研修を修了している場合、専攻医TOP画⾯に「研修関連情報」が表⽰され、
以下の内容が⼊ったZIPファイルをダウンロードすることができます。
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１４．問合せ・その他
問合せ先

・PCでのご利⽤を推奨いたします。

・PDF印刷においての補⾜事項
以下の推奨ソフトまたは正常印刷確認済ブラウザでPDF印刷を⾏って下さい。
⾮推奨ブラウザの場合は、左右の余⽩が不揃いになってしまう可能性があります。

その他

推奨ソフト︓Acrobat Reader（Adobe）
正常印刷確認済ブラウザ︓Edge／FireFox
⾮推奨ブラウザ︓Chrome

⽇本産科婦⼈科学会事務局（chuosenmoniseido@jsog.or.jp）にご連絡下さい。
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